
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。木々の緑が日ごとに色濃さを増し、吹き抜ける風がとても心地よい

季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。さて、今月１０日は「母の日」ですね。毎年この時期

になると、花屋さんの店先にカーネーションが並び始めて、「ああ、もうそんな時期か～」と気づかされます。

「母の日に何を贈ろう」と悩む方は多いと思います。カーネーションは定番だし、スイーツも喜ばれる。でも、

実はお母さんが一番嬉しいのは、モノじゃなくて「気にかけてくれている」ということ自体なんじゃないでし

ょうか。電話一本でも、「元気にしてる？」のひと言でも、それだけで十分なんだと思います。最近は「父の

日」に比べて「母の日」のほうが盛り上がる傾向があるそうで、お父さんとしてはちょっと寂しい気もします

が（まあそれはさておき）。お母さんの偉大さって、年齢を重ねるほどにじわじわと実感してくるものですよ

ね。自分が子育てする立場になって初めて、「あのとき母はこんな気持ちだったのか」と気づくことがたくさ

んあったりします。「毎日ご飯を作ること」「洗濯物を畳むこと」「学校の行事に参加すること」。当たり前だと

思っていたことが、実はどれだけ大変で、どれだけ愛情がこもっていたか。これをお読みの方の中には、もう

お母さんがいらっしゃらない方もいるかもしれません。そういう方にとって、母の日は少し切ない日になるこ

ともあるでしょう。でも、お母さんからもらった「あたたかい記憶」は、きっと今でも心のどこかにちゃんと

残っているはずです。それを思い出すだけでも、立派な母の日の過ごし方だと思います。形にこだわらなくて

いい。高価なプレゼントじゃなくていい。ただ、「ありがとう」の気持ちを、自分なりの方法で伝えてみる。

それだけで、五月のある一日が、ちょっと特別な日になるんじゃないでしょうか。それでは、新緑がまぶしい

季節ですが、連休明けの疲れが体に出やすい頃でもあります。夜は温かいお風呂に浸かり、心身ともにリラッ

クスする時間を作って、どうぞお健やかにお過ごしください。 

 


